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医療法人本庄福島病院 本庄総合病院
本庄市北堀1780 TEL:0495-22-3055

看護助手
誰かの役に立ちたい元気なシニアも歓迎

＊尚、看護師等、他の職種もホームページにて募集中。

求人
募集

（常勤）
（パート）

入院患者様の看護補助業務
資格・経験は不要。
詳しくはお問い合わせください。

ラ イ ブ ネ ッ ト 株 式 会 社

TEL 0495-27-2277

が

な 方へ心配

※有償にて 消去証明書も 発行し て おり ま す。 ※ブ ラ ウン 管のモ ニ タ は回収し ま せん。

０ 円

小 田 切 ( 0 9 0 - 3 5 2 0 - 4 2 6 5 )
駅南る～ぱんさ ん前 0 9 : 0 0 ~ 1 8 : 0 0営業時間

パソコン廃棄

ご自宅へ訪問 電話1本で
お伺い
面倒な

手続き や
梱包は不要

回収料金

本庄市見福2 - 8 - 11

大事な データ は
物理的に破壊する た め安心！

ち ょ っ と 自宅は…
と いう 方は、

持ち込みも Ｏ Ｋ ！

駐車場完備０ 円

不要な

創業7年目のラ イ ブネッ ト に

お任せ下さ い

パソ コ ン

回収

(代)

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

 

困った時はお気軽に・・・ 

0120－776－690 

パート社員さんの募集です!!

上里町七本木2368-4

埼埼玉玉県県知知事事免免許許（（88））第第１１６６３３５５２２号号

賃貸物件（リフォーム）のサポート業務

☎00449955--3333--22226666

営業時間 10：00～18：30（水曜定休）

9：00～17：00（週３日程度）

水・日他・年末年始・ＧＷ・お盆

仕事

資格 高卒以上、要普通運転免許

給与 1,200円(時給)

時間

休日

待遇 交通費規定内支給

応募 お気軽にお電話ください

（採用係）

パート社員の募集です

シニア活躍中!!

※声の広報（ 録音Ｃ Ｄ ） の貸し 出し は、 図書館本館・ 児玉分館・ 広報課へ。 また、 市ホー

ムページでも 聴く こ と ができ ます。 ★広報課☎ 2 5 -１ １ ５ ５

感染症拡大防止のため、 催し 等の中止・ 変更や、 参加の際、 マスク の着用・ 検温等を お願いする

場合あり ます。 詳し く は、 市ホームページ、 問い合わせ先へご確認く ださ い。

全
市
一
斉
清
掃

　
環
境
美
化
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
の
推
進
を
図
る
た
め
「
全
市
一

斉
清
掃
」
を
実
施
し
ま
す
。

日
時

　
５
月
25
日
㈰
（

24
日
㈯
に

実
施
の
自
治
会
は
自
治
会
長
の

指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
）

※
小
雨
決
行
。
中
止
の
場
合
は
午

前
７
時
に
防
災
行
政
無
線
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
順
延
は
あ
り
ま
せ
ん
。

注
意
事
項

•
ご
み
は
各
自
治
会
で
必
ず
指
定

し
た
場
所
へ

•
家
庭
ご
み
は
、
通
常
の
ご
み
収
集
へ

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
ご
注
意
を

　
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
、
自
動
車

や
工
場
の
窒
素
酸
化
物
と
揮
発
性

有
機
化
合
物
が
紫
外
線
で
化
学
反

応
を
起
こ
し
て
生
成
さ
れ
ま
す
。

　
高
濃
度
に
な
る
と
健
康
や
植
物

に
も
被
害
を
与
え
ま
す
。

発
生
時
期

　
５
月
～
９
月
頃

気
象
条
件

　
晴
れ
て
い
て
日
差
し

が
強
く
、
日
中
の
最
高
気
温
が

25
度
以
上
で
風
の
弱
い
日

◆
被
害
を
防
止
す
る
た
め
に

•
外
で
の
激
し
い
運
動
は
避
け
る

•
目
や
の
ど
等
に
刺
激
を
感
じ
た

ら
、
屋
内
に
入
る

•
こ
ど
も
や
高
齢
者
は
、
影
響
を

受
け
や
す
い
の
で
特
に
注
意

症
状
が
出
た
と
き
は

•
目
や
の
ど
に
刺
激
や
痛
み
が
あ

れ
ば
洗
眼
や
う
が
い
を
す
る

•
よ
く
な
ら
な
い
場
合
や
呼
吸
困

難
、
け
い
れ
ん
等
が
あ
る
場
合

は
医
師
へ
相
談
す
る

※
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
発
生
状
況

は
、
県

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

★
環
境
推
進
課
☎
25
‐
１
１
７
３

ィ
ア
団
体

　
等

※
費
用
や
申
込
書
等
、
詳
し
く
は

市

へ
。

申
込

　
６
月
６
日
㈮
ま
で
に
申
込

書
を
直
接
左
記
へ

★
障
害
福
祉
課
☎
25
‐
１
１
２
５

暑
く
な
る
前
の
体
づ
く
り
で
、

急
な
暑
さ
に
備
え
ま
し
ょ
う
！

　
暑
い
日
が
続
く
と
、
身
体
は
次

第
に
暑
さ
に
慣
れ
て
強
く
な
り
ま

す
が
、
慣
れ
て
い
な
い
と
熱
中
症

に
な
る
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　
暑
く
な
る
前
か
ら
、
運
動
や
入

浴
を
通
じ
て
汗
を
か
く
な
ど
、
身

体
を
慣
れ
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
暑
さ
に
慣
れ
る
に
は
数
日
か

ら
2
週
間
程
度
か
か
る
た
め
、
余

裕
を
も
っ
て
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

効
果
的
な
運
動

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
筋

ト
レ
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
入
浴

　
等

※
個
人
の
体
質
・
体
調
、
気
温
や

室
内
環
境
に
合
わ
せ
て
無
理
の
な

い
範
囲
で
行
い
ま
し
ょ
う
。
水
分

や
塩
分
を
適
宜
補
給
し
、
熱
中
症

に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

★
健
康
推
進
課
☎
24
‐
２
０
０
３

•
粗
大
ご
み
、
放
置
自
転
車
は
取

り
扱
い
ま
せ
ん

★
本
庄
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

☎
21
‐
７
６
８
８

「
ふ
れ
愛
祭
」
新
規
参
加
・
出

展
団
体
を
募
集

　
障
害
者
や
高
齢
者
の
創
作
品
を

展
示
し
、
社
会
参
加
と
市
民
の
理

解
を
促
進
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
ふ
れ

愛
祭
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

開
催
日

　
10
月
19
日
㈰

会
場

　
カ
ミ
ケ
ン
シ
ル
ク
ド
ー
ム

対
象

　
市
内
の
障
害
者
支
援
施
設
、

障
害
者
支
援
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ

は
直
接
左
記
へ

提
出
先

　
高
齢
者
福
祉
課
、
支
所

市
民
福
祉
課

申
請
期
限

　
５
月
23
日
㈮

※
オ
ン
ラ
イ
ン
窓
口
で
も
申
請
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市

へ
。

【
お
祝
い
品
交
換
に
つ
い
て
】

期
間

　
９
月
15
日
㈷
～
12
月
19
日
㈮

★
高
齢
者
福
祉
課
☎
25
‐
１
７
２
２

５
月
は
自
動
車
税
（
種
別
割
）

の
納
期
で
す

納
付
期
限

　
６
月
２
日
㈪

納
付
方
法

　

•
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
窓
口

で
の
納
付

•
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ
で

納
付
（
地
方
税
統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）

•
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
で
納
付

　（
地
方
税
お
支
払
サ
イ
ト
）

※
自
動
車
税
事
務
所
の
４
支
所

（
大
宮
、
熊
谷
、
所
沢
、
春
日
部
）

で
は
、
現
金
に
よ
る
納
付
は
で
き

ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
納
税
通
知
書

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

★
自
動
車
税
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
７
０
‐
０
１
２
‐
２
２
９

高
齢
者
帯
状
疱
疹
予
防
接
種

に
関
す
る
ご
案
内

　
広
報
ほ
ん
じ
ょ
う
４
月
号
で
お

知
ら
せ
し
た
高
齢
者
帯
状
疱
疹
予

防
接
種
に
つ
い
て
、
対
象
者
を
一

部
追
加
し
ま
す
。

対
象

　
大
正
14
年
４
月
３
日
～
大

正
15
年
４
月
１
日
生
ま
れ

※
対
象
者
に
は
４
月
上
旬
に
通
知

を
送
付
し
ま
し
た
。

★
健
康
推
進
課
☎
24
‐
２
０
０
３

敬
老
お
祝
い
品
協
力
事
業
者

を
募
集

　
敬
老
お
祝
い
品
を
ご
提
案
い
た
だ

け
る
市
内
の
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

お
祝
い
品
の
要
件

①
単
価

　
１
５
０
０
円
（
税
込
）

②
品
質
及
び
数
量
に
つ
い
て
、
安

定
し
て
提
供
で
き
る
こ
と

③
敬
老
お
祝
い
品
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
も
の
（
例
：
お
弁
当
、
お

菓
子
、
日
用
品
、
体
験

　
な
ど
）

※
敬
老
お
祝
い
品
事
業
の
対
象
者

は
約
１
万
３
０
０
０
名
で
す
。

申
請
方
法

　
申
請
書
（
提
出
先
及

び
市

で
配
付
）
を
郵
送
ま
た

ク ビアカ ツヤカ ミ キリ による
被害が急拡大し ています

　 ク ビアカ ツヤカ ミ キリ に樹木が食い荒ら さ れる被害

が拡大し ています。 被害を受けた樹木は枯死や倒木の

危険があり ます。皆さ んの安全と 市の景観を守るため、

ク ビアカ ツヤカ ミ キリ の駆除にご協力く ださ い。

※見つけた際は踏みつぶす等、 駆除をお願いし ます。

【 ク ビアカ ツヤカ ミ キリ の駆除用品を配付し ています】

　 駆除用品に加え、 防除薬剤の配付も

開始し まし た。 配付用品や申請方法等

詳し く は市 へ。

★環境推進課☎ 2 5 -１ １ ７ ３

　 支所環境産業課☎ 7 2 -１ ３ ３ ４

・ 体長 2 .5 ㎝～４ ㎝

・ 胸部 ( ク ビ ) が赤色、 体全体は光沢のある黒色

・ サク ラ 、 ウメ 、 モモ等のバラ 科の樹木に産卵

・ 木の根元にかり んと う 状の木く ずと フンが溜まる

写真提供： 埼玉県環境科学国際センタ ー

市

市

市

埼玉県

要介護認定の審査期間　 本庄市が全国最短

　 介護保険制度が始ま っ て 2 5 年の歳月が流れま し た。

超高齢社会の我が国において、 こ の制度は将来にわたっ

て維持し なければなら ない重要な仕組みです。

　 要介護認定を 受けるにはご本人やご家族から の申請が

必要です。 そし てその方がどのよう な介護度か、 介護保

険法では申請があっ た日から 30 日以内に認定さ れなけ

ればなり ません。 し かし 厚生労働省が令和４ 年度に全国

の状況を 調査し たと こ ろ 、 173 5 市区町村のう ち 30 日

以内の認定が実現でき ているのは 97 自治体のみでし た。

認定審査に 30 日以上かかる こ と が常態化し 、 適切なサ

ービスが提供さ れていない実態が浮かび上がっ たのです。

　 こ のよう なこ と から 昨年末、 厚生労働省の審議会にお

いて、 全国市区町村の要介護認定審査期間の公表を 求め

る意見があり 、 本年３ 月 31 日に令和５ 年度の各市町村

のデータ が公表さ れたと こ ろ 、 本庄市の認定審査期間の

平均日数がなんと 全国最短であるこ と が分かり まし た。

　 本市が全国最短の理由ですが、 ３ つの要素が考えら れ

ます。

①申請から ３ 日以内に認定調査のアポイ ント を 取り 早め

の調査を実施し ているこ と

②主治医意見書が医師会の先生方の協力体制のも と 迅速

に作成さ れるこ と

③資料の電子送付などにより 介護認定審査会の結論が迅

速に出るこ と

　 いずれにし ても 介護認定にかかわる医師会を はじ め関

係者のご協力により 、 本市においては以前から 認定審査

期間の短縮への努力が図ら れており 、 それが今回の国の

調査結果において図ら ずも 全国最短と いう 好結果につな

がっ たと いえるでし ょ う 。 介護認定を 待つご本人またご

家族のために、 でき るだけ早く 安心し て介護保険サービ

スを 利用し てほし いと いう 思いから それぞれの仕事に熱

心に取り 組んでいただいている皆さ まのご尽力に、 深く

感謝申し 上げます。

　 本市と いたし まし ても 、 今後と も 要介護者およびご家

族に寄り 添っ た福祉施策を進めると と も に、 高齢者の皆

さ まができ る限り 住み慣れた場所で安心し て住み続けら

れる よ う 、 引き 続き 介護予防と 健康政策に力を 尽く し

てまいり ます。

※

Q
R

コ
ー
ド
は
㈱
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す
。

本庄市長

 

市
長
コ
ラ
ム   

し
ん
げ
の
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ

要介護認定の審査期間　 本庄市が全国最短

　 介護保険制度が始ま っ て 2 5 年の歳月が流れま し た。

超高齢社会の我が国において、 こ の制度は将来にわたっ

て維持し なければなら ない重要な仕組みです。

　 要介護認定を 受けるにはご本人やご家族から の申請が

必要です。 そし てその方がどのよう な介護度か、 介護保

険法では申請があっ た日から 30 日以内に認定さ れなけ

ればなり ません。 し かし 厚生労働省が令和４ 年度に全国

の状況を 調査し たと こ ろ 、 173 5 市区町村のう ち 30 日

以内の認定が実現でき ているのは 97 自治体のみでし た。

認定審査に 30 日以上かかる こ と が常態化し 、 適切なサ

ービスが提供さ れていない実態が浮かび上がっ たのです。

　 こ のよう なこ と から 昨年末、 厚生労働省の審議会にお

いて、 全国市区町村の要介護認定審査期間の公表を 求め

る意見があり 、 本年３ 月 31 日に令和５ 年度の各市町村

のデータ が公表さ れたと こ ろ 、 本庄市の認定審査期間の

平均日数がなんと 全国最短であるこ と が分かり まし た。

　 本市が全国最短の理由ですが、 ３ つの要素が考えら れ

ます。

①申請から ３ 日以内に認定調査のアポイ ント を 取り 早め

の調査を実施し ているこ と

②主治医意見書が医師会の先生方の協力体制のも と 迅速

に作成さ れるこ と

③資料の電子送付などにより 介護認定審査会の結論が迅

速に出るこ と

　 いずれにし ても 介護認定にかかわる医師会を はじ め関

係者のご協力により 、 本市においては以前から 認定審査

期間の短縮への努力が図ら れており 、 それが今回の国の

調査結果において全国最短と いう 好結果につながっ たと

いえるでし ょ う 。 介護認定を 待つご本人またご家族のた

めに、 でき るだけ早く 安心し て介護保険サービスを利用

し てほし いと いう 思いから それぞれの仕事に熱心に取り

組んでいただいている皆さ まのご尽力に、 深く 感謝申し

上げます。

　 本市と いたし まし ても 、 今後と も 要介護者およびご家

族に寄り 添っ た福祉施策を進めると と も に、 高齢者の皆

さ まができ る限り 住み慣れた場所で安心し て住み続けら

れる よ う 、 引き 続き 介護予防と 健康政策に力を 尽く し

てまいり ます。


